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	AI時代のクリティカル・シンキング：
	フィリピンの学生はどう向き合っているか？
	近年、生成AIの普及により、AIの出力をそのまま鵜呑みにしてしまう受動的な学習姿勢が教育現場での課題となっています。本セミナーでは、フィリピンのSTEM教育における最新事例を紹介し、AIに思考や執筆を丸投げするのではなく、自らのアイディアを検証するための「対話のパートナー」としてAIを活用する実践的な手法を提案します。 批判的思考（クリティカル・シンキング）を保ちながら、いかにしてAIと共生していくか、その未来について皆さんと一緒に考えます。
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